
十ヵ町十ヵ町
第10号

発行人：十ヵ町会景観専門委員会・川越市まちづくり部　　　　　　　　　　　　　　　　発行日：平成 18 年 12 月
連絡先：川越市まちづくり部まちづくり計画課 049-224-8811

町並み景観通信町並み景観通信
十ヵ町町並み景観通信は、平成 5 年の十ヵ町会景観専門委員会設置により始まり、第 9 号まで発行されています。

都市景観形成地域が指定されてから、２年が経ちました

平成 16 年 9 月に「川越十ヵ町地区都市景観形成地
域」が指定されてから２年が経ちました。

十ヵ町景観専門委員会では地域指定の後、お知らせ
看板の設置や建物などの届出に対する川越市の指導内
容について、話し合いをもってきました。

この通信では、地域内での建築などの届出状況とお
知らせ看板の設置状況、また川越名店街でのシャッター
のデザインの取り組みについてご紹介します。

川越十ヵ町地区都市景観形成地域とは？
平成 16 年 9 月 17 日、伝建地区を

含む通称十ヵ町地区（約 78.3ha）が
川越市都市景観条例に基づく都市景
観形成地域に指定されました。
十ヵ町の町並み景観を守り育てる

ため、建築の際には地域景観形成基
準を守り、市へ届出をする必要があ
ります。特に右図のイの範囲におけ
る建築物の高さは、「時の鐘」の高さ
を超えないよう 16m以下する必要が
あります。

地域景観形成基準（主なルール）
１．建築物の高さは周囲の町並みに

配慮する（右図のイの範囲では
16m以下とする）

２．主要な道路に面する建物のデザ
インは伝統的な建物と調和する
よう配慮する

３．大規模な屋外広告物の設置を控
える



川越十ヵ町都市景観形成地域内において、平
成 18 年 4 月〜 8 月までの建築などの届出件
数は、専用住宅が 6 件、共同住宅が 1 件、店舗（住
宅と併用を含む）が 3 件、その他 3 件の合計
13 件でした。

その他のうち１件は、川越市文化財保護課か
ら届出があった旧山崎家別邸でした。

建築などの届出状況のご報告

平成18年4月〜8月までの届出件数

主な届出箇所

２件

１件

１件

１件

１件

２件

４件 旧山崎家別邸（市 /文化財保護課より）

用途 届出件数
専用住宅 6
共同住宅 1
店舗 3
その他 3
合計 13



氷川さくらパーク

元町二丁目の山車蔵前

連雀町のふれあいアベニュー

地域指定をお知らせする看板を設置しました

川越十ヵ町景観形成地域の指定をお知らせする看板が地区内３箇所に設置されました。ま
た、川越市では、今年度もさらに２基設置する予算が確保されており、十ヵ町会や川越市に
おいて、設置場所が検討されています。

氷川さくらパーク

元町二丁目の山車蔵前

連雀町のふれあいアベニュー

凡　例

看板の
設置場所

新 た に 設 置 を
検討中の場所

松本醤油商店さん前

濯紫公園

松本醤油商店さん前

濯紫公園



川越名店街でのシャッターデザインの取り組みを紹介します

本川越駅と一番街商店街をつなぐ川越名店街は、人通りや車の行き交いが非常に多い商店
街です。ただシャッターが閉まっている時間帯は、お店の活気が伝わらずちょっとさみしい
雰囲気になっています。

そこで、川越名店街の店舗と大学生が協力し、シャッターをデザインする試みがはじまり
ました。シャッターを周辺の町並みと調和を保ち、商店の特色を表現したデザインにするこ
とで、魅力ある景観づくりと商店のアピールの２つの効果を期待しています。

笠間呉服店
モリヤ人形店

川越名店街の様子

左は、お店で扱っている人形をあしらったデザイン。

上は、川越唐山をモチーフにしたデザイン。色とりどりの反

物を転がした様子がきれいにデザインされています。

将来は、シャッターが連

なることで一つの町並みの

魅力ができないか。そんな

思いから、横に伸びた帯状

のデザインになっています。

大きさの違うシャッターで

も絵の書かれる帯状の部分

は同じ高さにそろえる事が

できるため、町並みに連続

性が生まれます。

２つの店舗のシャッター
がデザインされました
２つの店舗のシャッター
がデザインされました


